
本 会 記 事

第 99回日本放射線化学会理事会議事録（案）

日時 平成 25年 9月 27日（金）17:00–
場所 広島大学学士会館 2F会議室 1
出席者 河内会長，中川（和），中川（清），林，柴田，

辻，砂川，駒口，小泉，熊谷，浅井，伊藤，山
下（勝村代理），鷲尾，田川，吉田，平出（事務
局），岡（事務局）

議題

1. 前回議事録確認（事務局平出）
第 98回理事会の議事録を確認した．

2. 平成 24年度事業報告確認（事務局平出）
• 主催会議

– 第 55回放射線化学討論会
（平成 24年 9月，東北大学）

– 先端放射線化学セミナー
（平成 24年 10月，平成 25年 5月 8日）

• 協賛会議
– 高崎量子応用研究シンポジウム
– 放射線利用総合シンポジウム
– アイソトープ・放射線研究発表会
（平成 25年 7月）

– アジア太平洋環境化学シンポジウム

• 放射線化学若手の会開催
– 平成 24年福井工大砂川研
– 平成 25年阪大産研吉田研

• 会誌 95号：平成 25年 3月発刊，会誌 96号：
平成 25年 9月発刊

3. 平成 24年度決算報告（事務局平出）
決算報告を確認した．学生会員から一般会員に
なった会員が増えたので収入が増えたことが報
告された．

4. 平成 25年度事業計画（事務局平出）

• 第 57回放射線化学討論会とAPSRC2014は
統合して開催する
• 先端放射線化学シンポジウム
• 若手の会（早大鷲尾研が担当）
• 会誌 97号：平成 26年 3月発刊予定，会誌

98号：平成 26年 9月発刊予定

5. 入退会者，賛助会員一覧（事務局平出）
入退会者，賛助会員を確認した（入会者 8 名，
退会者 9名，賛助会員退会 1社）．原子力機構が
まだ賛助会員費を支払っていない．
マイクロ電子株式会社が今年でなくなるので賛
助会員から抜ける可能性がある．次の会社を探
したい．（砂川）

6. 会長報告（河内会長）
• 会長人事
河内会長より次期会長として鷲尾副会長が
推薦され承認された．任期は 1期 2年の予
定．

• 授賞規程（中川（和））
中川理事より，学会賞の授賞規程の変更に
ついての報告があった．全理事に内容配布
済の授賞規程（案）・推薦要領（案）を確認
し承認された．また，

– 今までは会長が自動的に選考委員長に
なっていたが，会長が委員長になると非
常にやりにくいことがあった．（河内）

– なるべく客観的な審査ができる選考委
員長，選考委員の選出による賞にした
方がいいのではないか．（田川）

– 今の文言だと会長が自分を委員長に選
ぶことはないように見える．（辻）

等のコメントがあった．

7. 平成 25年度役員名簿確認（事務局平出）
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会長：鷲尾方一
副会長：欠員となった副会長 1名について，誰
を追加するかは新会長に一任するということを
総会で認めてもらうこととした．
常任理事：住吉理事が退任，河内理事が就任，柴
田理事の所属が京大から阪大産研に変更．
理事：小泉理事が就任．堀邊理事の所属が金沢
工大から大阪市立大に変更．

8. 編集委員会報告（事務局平出）
第 97号の編集委員会を 9月 29日（日）に開催
すること，委員が交代することが報告された．

9. 企画委員会報告（柴田）
• 先端放射線化学シンポジウムについて
平成 26年 2月頃に東京近郊で「分光をベー
スとした固体中での放射線照射効果」と
いった内容で開催予定であること，応用物
理学会放射線分科会放射線物理研究会と共
催になることが報告された．

• 平成 27年度について
秋に放射線化学討論会が開催されない予定
なので（ICRR2015と統合のため），若手の
発表の場と勉強会の場を提供するために，
本シンポジウムを若手の会と連動させて開
催することを提案したい．

以上，2 点について承認された．後者について
は，秋の総会をうまく連携する必要がある（田
川）といったコメントがあった．

10. 国際交流委員会報告（吉田）
• 平成 25年 5月開催の ACRR2013において，
本会会員が AARR Award 受賞（勝村）と
Young Scientist Award（岡）を受賞した．

• 9月 28日昼食時に外国人ネットワーク連絡
会を開催する．

• 英文ニュースレターの迅速な配信をする．

• AARR（Asian Association of Radiation Re-
search）に当会からメンバーを派遣するに
あたり，一人あたり 100ドル必要になるこ

とになったことが鷲尾理事より報告があっ
た．

11. 平成 26年度の放射線化学討論会と APSRC2014
について（山下（勝村代理））
山下氏より，平成 26年度の放射線化学討論会と
APSRC2014の統合開催について報告があった．
平成 26年 9月 8日（月）–11日（木）に東大弥
生キャンパス弥生講堂で開催，バンケットは本
郷キャンパス山上会館にて，予稿集は共通，3日
目に日本語の日を作る，インド人の参加者に対
する金銭面のサポートをどうするか，等が提案
され，意見交換が行われた．様々な意見が出た
ので，それらを持ち帰ってもらって検討しても
らうこととなった．

12. ICRRについて（田川）
放射線化学関係のプログラム提案一覧について
以下のように説明があった．
多くの提案があったので実行できるように会期
を通じて放射線化学で 1会場を専有できるよう
に努力します．会場は医学系が非常に多く希望
して（エゴでなく企業から財政援助を受けるに
値する講演者のための会場を確保するため）い
て厳しい状況です．個人的にはセッションと会
場が認められたら，ICRRの招待講演者は基礎分
野では学問的に名誉なことということで今まで
の ICRRは参加費免除，懇親会招待ぐらいしか
特典はないのでよい招待講演者を招待して充実
したセッションにしたい方が積極的にセッショ
ンの責任者（複数でも可）になるとよいと思い
ます．今までの ICRRは口頭発表はすべて招待
講演でしたが今回は申込みのアブストラクト中
から口頭発表者を選ぶことにしました（1/4程度
か）．他分野・他学会とのジョイントセッション
も要望されている．

もしテーマとして抜けているものがあれば吉田
副会長に連絡をしてください．（河内）

13. その他
Web の学会誌のページの目次が日本語である．
アブストラクトが英語になっているのに，図表
が日本語になっている．それらを英語化しては
どうか．（事務局平出）
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平成 25年度役員等名簿（平成 25年 10月 31日現在）
会長 鷲尾方一（早大理工研）
副会長 勝村庸介（東大院工） 小林慶規（産総研）

吉田陽一（阪大産研） 平出哲也（原子力機構・東海）
常任理事 丑田公規（北里大） 辻正治（九大先導研）

小嶋拓治（原子力機構・高崎） 永石隆二（原子力機構・東海）
錦見敏朗（NHVコーポレーション） 真嶋哲朗（阪大産研）
柴田裕実（阪大産研） 中川和道（神大院人間発達環境）
河内宣之（東工大院理工）

理事 青木康（住友重機械） 砂川武義（福井工大）
長島章（放振協） 高橋憲司（金沢大工）
小嶋崇夫（大阪府大） 竹中康之（北教大）
工藤久明（東大院工） 中川清子（都立産技研）
熊谷純（名大院工） 中村一隆（東工大セラミック研）
伊藤賢志（産総研） 駒口健治（広大院工）
関修平（阪大院工） 藤原邦夫（千葉大工）
鈴木信三（京産大理） 泉佳伸（福井大）
堀邊英夫（大阪市大） 山路稔（群馬大院工）
浅井圭介（東北大院工） 加藤隆二（日本大）
林慎一郎（広島国際大） 小泉均（北大）

監事 市川恒樹（北大院工） 平岡賢三（山梨大工）
事務局 平出哲也（原子力機構・東海） 岡壽崇（東北大高教セ）
顧問 佐藤伸 籏野嘉彦

田川精一（阪大産研） 濱義昌（早大理工研）
田畑米穂（原子力システム研究懇話会） 南波秀樹（原子力機構・東海）

名誉会員 今村昌 近藤正春
団野皓文

編集委員会 委員長：高橋憲司（金沢大工） 工藤久明（東大院工）
主任：駒口健治（広大院工） 熊田高之（原子力機構・関西）
越水正典（東北大院工） 木村敦（原子力機構・高崎）
武井太郎（アイ・エレクトロンビーム） 藤井健太郎（原子力機構・東海）
山本洋揮（阪大産研） 田中真人（産総研）
伊藤賢志（産総研） 岡壽崇（東北大高教セ）

企画委員会 委員長：柴田裕実（阪大産研） 青木康（住友重機械）
小泉均（北大院工） 越水正典（東北大院工）
駒口健治（広大院工） 佐藤哲也（山梨大）
砂川武義（福井工大） 田口光正（原子力機構・高崎）
辻正治（九大先導研） 室屋裕佐（阪大産研）
楊金峰（阪大産研）

国際交流委員会 委員長：吉田陽一（阪大産研） 泉佳伸（福井大）
室屋裕佐（阪大産研） 林銘章（中国科技大）
田口光正（原子力機構・高崎） 楊金峰（阪大産研）

推薦委員会 田川精一（阪大産研） 濱義昌（早大理工研）
立矢正典（産総研） 平岡賢三（山梨大工）
南波秀樹（原子力機構・東海）
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平成 24年度会計決算報告（平成 25年 8月 26日現在）
収入の部 　 （単位：円）
項目 24年度予算案 24年度決算 内容等
賛助会員（13社 42口） 420,000 370,000 10,000×37口未納 5口（1社）
個人正会員　　 (219名) 922,500 981,500 4,000× 242名 = 968,000

1,500× 9名 = 13,500
学生会員　　（31名)

未納金額合計　 706,500
要旨集 CD販売 0
雑収入（利息等） 150,000 781 国際文献分（474），事務局分（307）

650 著作権料
15,338 寄付金（東北大学）

戻入金 0
補助金 0
積立基金からの繰り込み 0 0
前年度繰越金 2,312,352 2,312,352

合計 3,804,852 3,680,621

支出の部
項目 24年度予算案 24年度決算 内容等
通信連絡費 20,000 1,020 切手代
振込手数料 5,775 委員会,HP,原稿料等
事務委託費
年間業務費 700,000 753,294 7–8月 (86,266)，9–12月 (452,295)，1–3月 (69,829)，

4–6月 (63,298)，7–8月 (81,606)
会誌 150,000
原稿料 47,000

会議費 15,000 4,270 理事会軽食代＋お茶代
放射線化学討論会援助 200,000 200,000
先端放射線化学シンポジウ
ム援助

100,000

若手の会夏の学校援助 150,000 150,000
学会賞 100,000 31,060 委員交通費
企画委員会経費 75,000
国際交流委員会経費 75,000 　
編集委員会経費 200,000 200,000
日本放射線研究連合負担金 50,000 50,000 　
ホームページ運営費 60,000 60,000
予備費 200,000 4,100 WEBサーバー年間使用料 3,150，ドメイン年間使用

料 950
小計 2,095,000 1,506,519
繰越金 1,709,852 2,174,102

合計 3,804,852 3,680,621
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平成 24年度入退会希望者一覧

入会
会員種別 会員番号 会員名 所属機関名 紹介者
学生会員 676 西田真麻 金沢大学大学院自然科学研究科物質工学専攻 高橋憲司
学生会員 679 峯井俊太郎 茨城大学 平出哲也
正会員 680 小平聡 （独）放射線医学総合研究所 越水正典
学生会員 681 岩松和宏 東京大学大学院工学系研究科原子力国際専攻 平出哲也
学生会員 682 西川剛史 早稲田大学鷲尾研究室 鷲尾方一
学生会員 683 花崎祐 早稲田大学鷲尾研究室 鷲尾方一
正会員 684 神戸正雄 大阪大学産業科学研究所 吉田陽一
正会員 685 林秀臣 芝浦工業大学非常勤講師，客員研究員 なし

退会
会員種別 会員番号 会員名 所属機関名 退会日
正会員 47 上野巧 日立化成工業（株）総合研究所 2012/11/8
正会員 225 田中進 日本アドバンストテクノロジー株式会社 2012/9/21
正会員 273 中村宏樹 国立交通大学（台湾新設） 2012/9/18
正会員 282 西本清一 京都大学大学院工学研究科 2013/8/31
正会員 343 細野雅一 日本原子力研究開発機構高崎研究所 2013/8/31
正会員 358 松岡伸吾 日本原燃（株）安全技術室 2012/12/28
正会員 508 古屋謙治 九州大学基幹研究院 2013/5/29
賛助会員 607 四国電力株式会社 四国電力株式会社原子力部 2013/1/17
正会員 666 加藤信哉 大阪市立大学大学院医学研究科放射性同位元素実験施設 2013/8/31
学生会員 677 土田亮太 早稲田大学大学院先進理工学研究科 2013/1/31
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平成 25年度日本放射線化学会賛助会員

（株）アイ・エレクトロン
ビーム
http://www.elebeam.com

（株）NHVコーポレーション
http://www.nhv.jp

（株）イー・シーイー
http://www.ece-ebara.com

（株）環境浄化研究所
http://www.kjk-jp.com

（独）日本原子力研究開発機構
http://www.jaea.go.jp

ビームオペレーション（株）
http://www.beamope.co.jp

住友電気工業（株）
http://www.sei.co.jp

（財）放射線利用振興協会
http://www.rada.or.jp

レーベン館（株）
http://www.leben.jp

DICグラフィックス（株）
http://www.dic-graphics.co.jp

（有）イーオーアール
http://www.eor.jp

極東産業（株）
http://www.kyokuto-sangyo.co.jp

ヨシザワ LA（株）
http://www.yoshizawa-la.co.jp

メック（株）
http://www.mec-co.com
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<hirade.tetsuya@jaea.go.jp>
〒319–1195 茨城県那珂郡東海村白方白根 2–4
平出哲也（日本原子力研究開発機構・東海）
TEL: 029–282–6552, FAX: 029–282–6716

編集委員長 高 橋 憲 司
編 集 委 員 駒 口 健 治

木 村 敦 熊 田 高 之
山 本 洋 揮 越 水 正 典
工 藤 久 明 武 井 太 郎
藤井 健太郎 田 中 真 人
伊 藤 賢 志 岡 壽 崇

郵便振替口座 長野 00540–9–34599
日本放射線化学会

発 行 人 鷲 尾 方 一
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